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正月の風物詩、凧作り・凧揚げ 
～伝統的な日本の遊びを継承～ 

お正月に、凧揚げをする風景が薄れ

つつあります。わくわく土曜塾が、凧
作り・凧揚げに挑戦しました。 

当日は、風もなく凧揚げには厳しい

条件でしたが、子ども達は元気いっぱ
いグラウンドを駆け回り、凧揚げを楽

しみました。  

 

  



 
 

 

    
 

 
 

    
 
 

 

                         
 

 

   
 

 

                             
 

    

                            
 

       

   

                        

            

【
佐
藤 

顕
吾
】 

ジ
ュ
ニ
ア
野
菜 

ソ
ム
リ
エ 

趣
味
の
世
界
の
食
べ
歩
き
を
更
新
中 

こ
ん
に
ち
は
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
佐
藤

で
す
。
毎
月
、
季
節
の
旬
の
食
材
の
食
べ

方
や
栄
養
の
お
話
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。 

 

今
月
の
お
す
す
め
の
果
物
は 

「
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
」
で
す
。 

【
特
徴
】
原
産
国
は
中
国
で
す
。
そ
れ
か

ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
栽
培
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
国
鳥
（
キ
ウ
イ
）
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が
付
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
中
身
が
緑
、
黄
色
、
紅
な
ど
カ

ラ
フ
ル
で
、
高
糖
度
の
品
種
も
出
回
っ
て

い
ま
す
。 

※
ち
な
み
に
日
本
の
国
鳥
は
キ
ジ
で
す
。 

【
栄
養
素
】
風
邪
予
防
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

便
秘
予
防
の
食
物
繊
維
な
ど
。 

【
選
び
方
】
両
端
を
軽
く
押
し
て
へ
こ
む

位
が
食
べ
頃
で
す
。
硬
い
も
の
は
未
熟
な

の
で
バ
ナ
ナ
や
リ
ン
ゴ
と
一
緒
の
袋
に
入

れ
て
追
熟
し
ま
し
ょ
う
。 

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
】
冬
の
免
疫
力
強
化
に
、

そ
の
ま
ま
デ
ザ
ー
ト
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど

を
か
け
て
食
べ
た
い
で
す
ね
。
大
玉
の
方

が
可
食
部
が
多
い
の
で
お
得
で
す
。 

フ
ジ
長
門
店
１
階
の
「
Ｌ
ａ
Ｌ
ａ
フ
ラ

ン
」
に
私
が
目
利
き
し
た
野
菜
や
果
物
を

取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来
店
下

さ
い
。 

 

野
菜
ソ
ム
リ
エ 

旬
の
食
材
豆
知
識 

公
民
館
と
は 

ど
ん
な
場
所
で
何
を
す
る
所
？ 

 

   
 
 

 
 

 
 

新
春
の
願
い
を
大
空
に 

わ
く
わ
く
土
曜
塾 

食
事
と
健
康
管
理
を
学
ぶ 

グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ク
ッ
キ
ン
グ 

 

高
齢
者
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
食

の
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
市
内
の

飲
食
店
と
共
催
し
た
「
食
事
会
」
と
「
管

理
栄
養
士
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

開
催
し
た
の
は
、
上
川
西
に
在
住
す
る

「
管
理
栄
養
士
地
位
向
上
協
会
」
の
長
井

彩
子
代
表
。 

３
店
舗
で
開
催
さ
れ
65

歳
以
上
の
高

齢
者
が
20

人
参
加
さ
れ
大
好
評
で
し
た
。 

 

第
１
回 

「
肉
バ
ル 

ニ
コ
ッ
ト
」 

 

第
２
回 

「
俵
山
本
陣
」 

 

第
３
回 

「
あ
い
こ
ろ
り
ん
」 

 

食
事
を
通
じ
て
健
康
と
交
流
を 

 

長
井
代
表
は
、「
高
齢
者
の
方
々
に
市

内
の
飲
食
店
を
知
っ
て
も
ら
う
と
同
時

に
、
外
出
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、

リ
ピ
ー
タ
も
多
く
、
今
後
も
継
続
し
て

い
き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

 

１
月
11

日
（
土
）
深
川
小
学
校
に
お
い
て
、

わ
く
わ
く
土
曜
塾
50

人
が
、
凧
作
り
や
凧
揚
げ

体
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
伝
統
凧
の

普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
長
門
ど
う
じ

ん
凧
の
会
」
の
磯
谷
さ
ん
と
川
崎
さ
ん
で
す
。 

 

低
学
年
は
「
エ
イ
凧
」
中
学
年
は
「
イ
カ
凧
」

高
学
年
は
「
六
角
凧
」
の
製
作
に
取
組
み
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
、
長
門
市
に
在
住
す
る
ブ
ラ
ジ
ル

の
親
子
も
参
加
さ
れ
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。 

国際交流の一環として、外国の方と一緒に伝統文化体験 

 

公
民
館
は
、
地
域
の
生
涯
学
習
の
拠

点
施
設
と
し
て
地
域
に
暮
ら
す
誰
も

が
、
気
軽
に
立
ち
寄
り
地
域
住
民
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
、
講
座
、
講
演
会
、
作

品
展
示
な
ど
を
開
催
し
、
趣
味
や
教

養
、
知
識
、
技
能
を
お
互
い
に
学
び
、

教
え
合
う
場
で
も
あ
り
ま
す
。 

公
民
館
は
、
お
互
い
の
学
び
を
通
じ
て

地
域
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
や
地
域
全

体
を
豊
か
に
す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。 

公
民
館
だ
け
で
事
業
企
画
す
る
の
で

は
な
く
、
公
民
館
に
集
う
地
域
の
方
々
と

一
緒
に
な
っ
て
企
画
運
営
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
々
が
、

意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
活
躍
し
、
「
考

え
」「
学
び
合
い
」「
行
動
」
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。 

公
民
館
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、 

一 

誰
も
が
立
ち
寄
り
た
く
な
る
地
域

に
開
か
れ
た
公
民
館 

二 

自
己
の
向
上
、
学
び
を
大
切
に
す
る

公
民
館 

三 

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
リ
ー
ダ
ー
が
育
つ
公
民
館 

四 

お
互
い
の
絆
を
大
切
に
、
人
の
温
か

さ
と
心
配
り
が
に
じ
む
公
民
館 

 

「
自
分
た
ち
の
公
民
館
を 

自
分
た
ち
で
創
り
育
て
る
」 

み
ん
な
の
公
民
館
を 

地
域
力
で
活
性
化
し
ま
し
ょ
う
。 

第１回「肉バル ニコット」 

第３回「あいころりん」 



                                      

  
 
 
 

                            

 

       

                                  
 
 
 

 
 

 
 
  

 

   
 
 
 
 

                           

公
民
館
活
動
団
体
紹
介 
市
民
の
安
心
・
安
全
を 

 
 
 

消
防
出
初
め
式 

 
   

 
 
 

「
ど
ん
ど
焼
き
」 

 
 

伝
統
行
事
を
大
切
に 

新
春
箏
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト 

公
民
館
ロ
ビ
ー
の
活
用 

 
 
 

「
ペ
ン
習
字
ク
ラ
ブ
」 

 

１
月
10

日
（
金
）
向
陽
小
学
校
で
、
恒

例
行
事
で
あ
る
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
児
童
63

人
、
学
校
運
営
協
議

会
委
員
、
長
門
市
消
防
団
深
川
南
部
隊
、

地
域
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

ど
ん
ど
焼
き
行
事
の
進
行
は
６
年
生
が

行
い
、
末
永
さ
ん
は
、
は
じ
め
の
言
葉
で

「
日
本
伝
統
文
化
で
あ
り
、
向
陽
小
の
伝

統
で
も
あ
る
ど
ん
ど
焼
き
、
一
人
一
人
が

新
年
の
誓
い
を
立
て
た
願
い
を
持
っ
て
行

事
に
望
み
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。 

 
 

 

小
林
さ
ん
は
、「
ど
ん
ど
焼
き
の
火
や
煙

り
に
あ
た
る
と
一
年
中
健
康
に
な
り
、
書

初
め
を
燃
や
し
た
炎
が
高
く
揚
が
れ
ば
字

が
上
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
向
陽

校
区
の
み
ん
な
が
健
康
で
、
私
た
ち
も
も

っ
と
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
、
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。 

無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣
を
願
い 

地域の方々に見守られて 

消
防
出
初
式
の
起
源
は
、
江
戸
時
代
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
が
、
そ
の
目
的
は
、
市
民
に

対
す
る
「
消
防
広
報
」
や
「
火
災
予
防
意
識

の
向
上
」
が
大
き
な
目
的
で
す
。
消
防
車
両

や
人
員
観
閲
・
放
水
訓
練
な
ど
、
最
新
鋭
の

消
防
力
を
市
民
に
公
開
す
る
こ
と
で
、
消
防

へ
の
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
ま
す
。 

新春恒例行事の一つでもある

長門市消防出初式が、ルネッサな

がとで盛大に開催されました。 

江原市長による消防車両観閲

式 

消防団員、婦人防火クラブ員、

消防職員など約700人が参加。 

貴い人命と大切な財産を守る

ために火災予防に努めましょう。 

会
の
設
立
は
現
在
の
中
央
公
民
館
が

建
て
替
わ
る
昭
和
60
年
よ
り
も
前
で
、
現

在
指
導
し
て
い
る
伊
藤
先
生
が
入
会
し

た
の
が
そ
の
頃
。
そ
れ
以
前
か
ら
活
動
を

さ
れ
て
お
り
、
中
央
公
民
館
の
中
で
一
番

長
く
活
動
を
続
け
て
い
る
団
体
で
す
。
現

在
会
員
は
８
名
、
毎
月
第
１
第
３
木
曜
日

の
午
前
９
時
半
よ
り
活
動
し
て
い
ま
す
。 

ペ
ン
習
字
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
書
く
時

に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
忘
れ
無
心
に
な

れ
る
と
こ
ろ
。
ま
た
字
が
綺
麗
だ
と
ほ
め

ら
れ
る
の
が
嬉
し
い
と
の
こ
と
。 

ペ
ン
習
字
は
自
分
で
考
え
な
が
ら
書

か
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、
と
て
も
難
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
課
題
を
提
出

し
、
添
削
さ
れ
段
位
を
つ
け
て
手
元
に
戻

っ
て
き
ま
す
。
８
級
か
ら
始
ま
り
最
高
段

位
は
８
段
、
昇
段
に
向
け
て
日
々
練
習
し

て
い
ま
す
。 

ペン習字クラブのみなさん 

伊藤先生を囲んで一枚 

 

１
月
１８

日
（
土
）
中
央
公
民
館
１
階
ロ

ビ
ー
で
、
公
民
館
活
動
団
体
で
あ
る
「
ス

ト
ゥ
リ
ン
グ
ス
」
と
「
わ
く
わ
く
子
ど
も

箏
ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
「
新
春
箏
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
方
々

が
集
ま
っ
て
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

演
目
は
箏
の
定

番
「
春
の
海
」
や
、

美
空
ひ
ば
り
さ
ん
、

ア
ニ
メ
の
楽
曲
と
、

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

の
全
６
曲
。 

わ
く
わ
く
子
ど

も
箏
ク
ラ
ブ
は
、

「
い
つ
も
何
度
で

も
」
を
披
露
。
ス
ト

ゥ
リ
ン
グ
ス
の
皆

さ
ん
の
リ
ー
ド
に

合
わ
せ
て
一
生
懸

命
演
奏
し
ま
し
た
。 

最
後
の
「
パ
プ
リ

カ
」
は
、
お
客
さ
ん

の
手
拍
子
に
合
わ

せ
た
演
奏
で
し
た
。 

 

今
後
も
日
頃
の

活
動
成
果
を
披
露

す
る
場
と
し
て
、
公

民
館
ロ
ビ
ー
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。 



篠田
し の だ

 充
みつ

希
き

ちゃん(2 歳) 湊１東区 

篠田一樹・紗綾香さんの二女とし

て平成 2９年 6 月 5 日に誕生。 

 体を動かすことが大好きで、

今、はまっているのは公園のすべ

り台です。お姉ちゃんとケンカも

しますが、仲良く大きくなってほ

しいです。 

 
 

 

 

 

 

こ
の
画
碑
は
市
内
で
は
、
唯
一
の
「
画
像
」
の
碑
。 

所
在
地
―
渋
木
・
訂
心
寺
の
石
段
わ
き 

建
立
年
―
昭
和
50

年
代 

総 

高
―
111
セ
ン
チ 

碑 

身
―
高
さ
64
・
5

セ
ン
チ
幅
30

・
5

セ
ン
チ 

碑 

銘
―
陰
刻
さ
れ
た
碑
の
像
は
、
龍
雲
山
訂
心
禅 

寺
に
祀
っ
て
あ
る
「
渋
木
開
闢
居
士
・
後
顧
像(

見
返 

り
の
像=

木
造)

は
「
そ
う
ぞ
う
な
が
と
平
成
25

年
12

月 

号
No.

100

号
に
掲
載
」 

寄
贈
者
は
故
羽
仁
雅
助
長
門

郷
土
文
化
元
会
長
・
郷
土
史
家

と
し
て
、
長
門
市
内
の
文
化
に

つ
い
て
詳
細
に
研
究
調
査
さ
れ

た
。
個
人
の
寄
贈
は
珍
し
い
。 

 

訂
心
寺
本
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
返
り
の
像
は
、
一
一

〇
〇
年
程
前
、
鏡
弾
正
の
家
臣
で
「
渋
木
某
」
と
い
う

方
が
主
人
と
共
に
当
地
に
来
ら
れ
。
渋
木
殿
の
功
績
は

、
荒
れ
た
耕
地
で
あ
る
が
水
豊
か
に
地
味
頗
る
肥
え
て

非
常
に
良
い
立
地
条
件
を
備

え
て
い
る
の
を
感
じ
、
村
人

達
に
開
拓
事
業
を
奨
励
し
た
。

そ
の
後
別
れ
に
際
し
て
後
ろ

を
顧
見
つ
つ
旅
立
た
れ
た
。 

 

里
人
は
水
陸
会(

す
い
り

く
え)

法
要
を
営
み
毎
年
8
月
8
日
報
恩
の
盆
供
養

を
実
施
し
て
い
る
。 

 

私
は
、
令
和
元
年
招
か
れ
て
昼
の
水
陸
会
に
参
詣
し

た
。
訂
心
寺
の
本
格
的
精
進
料
理
と
本
堂
に
は
僧
侶

8
人
の
厳
粛
な
法
要
に
感
動
し
た
。 

(

龍
雲
山
訂
心
禅
寺
伝
記
参
照) 

※
開
闢(

か
い
び
ゃ
く)

荒
れ
地
な
ど
切
り
開
く
こ
と
。

山
口
県
史
学
会
理
事 

藤
井
文
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        

今
月
の
う
た 

 

山
茶
花
ク
ラ
ブ 

一
刷
の
白
雲
ひ
か
る
冬
茜  

 
 

 
 

 

中
原 

清 
                  

 
 

茶
の
花
や
叔
父
の
笑
顔
に
会
ひ
に
行
く  

原
田 

満
江 

 
 

浦
の
子
ら
声
逞
し
き
冬
茜 

 
 

 
 

 
 

宮
津 

良
江 

 長
門
短
歌
会 

 

ち
い
さ
き
手
じ
い
じ
を
囲
む
手
と
手
と 

 

手
タ
ッ
チ
で
別
れ
ま
た
会
う
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
田 

満
江 

や
め
る
こ
と
で
身
軽
な
暮
ら
し
手
に
入
れ
る 

 

そ
ん
な
記
述
に
き
家
事
の
手
を
抜
く 

                
 

 
 

 
 

     
 
 

窪
田 

佳
子 

書
も
短
歌

う

た

も
い
つ
の
ま
に
や
ら
生
活
の 

一
部
と
な
り
て
喜
び
と
な
る 

           
 

 
 

 
 

          

小
林
美
由
紀 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

                  

伝
え
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「ふ
る
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と
深
川
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渋
木
開
闢
居
士
画
碑 

―
渋
木
・
訂
心
寺
―    

            
萩
焼
の
墓 

深川地区の人口 
世帯数  ５，９０9 戸  (前月比+  7) 

 男   ５，９１0 人 (前月比-  1) 

 女   ６，７６２人 (前月比+ 11) 

 計 １２，６７２人 (前月比+ 10) 

 (令和 ２ 年 1 月１日現在) 

 

 
 

 

「
暖
冬
!
異
常
気
象
」 

 

「
暖
冬
」
と
い
う
意
味
は
、
12

月
２
月
ま
で

の
平
均
気
温
が
、
平
年
よ
り
も
高
い
状
態
を
言

い
ま
す
。
▼
「
平
均
」
と
は
、
過
去
30

年
間
の

統
計
を
も
と
に
計
算
さ
れ
た
平
均
を
意
味
し

ま
す
。
▼
私
自
身
は
、
寒
が
り
で
暖
冬
は
大
歓

迎
で
す
が
、
ス
キ
ー
産
業
や
農
産
物
な
ど
の
経

済
面
で
も
影
響
を
与
え
た
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
大
規
模
な
森
林
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
▼
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
、
知
識
を
深

め
、
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
す
。 

中央公民館２月行事予定 

 

1 日（土） 
わくわく土曜クラブ 

キッズエクササイズ３Ｂ体操 

5 日（水） 親子でリトミック 

8 日（土） わくわく土曜塾 調理体験 

12 日（水） 親子でリトミック 

15 日（土） キッズエクササイズ３Ｂ体操 

18 日（火） 深川友愛学級（パン作り） 

19 日（水） 親子でリトミック 

22 日（土） 

わくわく土曜塾 

      伝統文化体験 

人づくり地域づくりフォーラム 

23 日（日） 

人づくり地域づくりフォーラム 

歴史＆クリーンウォーク 

   in 高倉荒神祭り（渋木） 

28 日（金） 親子でリトミック 

29 日（土） 深川スポーツ振興会 役員研修 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

見返りの像=木造 渋木開闢居士画碑 


